
昭和 15年 12月下勾の浅間山火山活動

軽井淳観測所、

1. 12月下旬の火山活動

昭和 15年 11月中旬から引績き， 12月には浅間山は非常に活策を呈し，し

ばしば無音の爆稜をした.特に 3日. 19日.21日及び 25日の爆稜は爆音を

伴ひj とのうち 21日が最大のやうであった.

12月 21日3時 17分頃，1ドーン」といふ爆音があり y 綾いて戸障子が鳴

る程度の空気振動があった. とのた、め山麓の人々はめざめた.1ゴウゴウ」とい

ふ鳴動は 25分間関えy 積雪中に噴石が落下する昔が問えた.前日から雲霧が

深く，時々徴雲があり，詳細は不明であったが，噴煙は SEVL流れたらしく，

15分後にはy 営所に約 14分間降友砂があった.との積友砂量は坪営り約

28・0瓦あった.との活動は中程度の爆穫であった

12月下旬には? との他に 22日. 24日.25日及び 31日限爆後があった.

12月 24日 16時 39分の爆稜(寝具 5参照)は，無音で黒煙があがり，

被害がない程度の降友があれ 17時 10分まで績いた.

12月 25日 20時 34分頃の爆稜はF「ドーンjといふ爆音を伴ひ7 開いて

ゐた風呂場の扉が強く閉ぢる程度の空気振動があり，黒煙を噴出した.

12月 31日 13時 09分の爆後(潟異 6参照)は，無音中程度でy 多量の

黒友色煙があがった.

との噴煙は， 48分後には友色に愛り， 16時 03分には杢く白煙に在って平

常欣態に友った.高度は約 1，500米で，離山北側を通過して碓氷峠に達した.

降友は平地に在い見込みである.

2.踏査概況

12河 22EI，調査のため登山した.その途中，星野温泉手前では，積雲中に

微量の降友があったが，千ケ瀧方面で、は異常は友かったとの時， 9時 52分
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突然無音の爆穫があった(寝真 2参照〉、

との活動時には，噴煙は南東に高度約 1，600米，毎秒 8.9米の速度で碓氷峠

の方に流れた.爆後13分後には， 4分間微量の降友があり y 積雲面が薄黒くな

った.峰の茶屋附近ではとの降友も前日の友跡も左く，積雪は純白であった?

この方面の観測によれば，降友は噴煙が通過した下の幅約3粁の山地に限ら

れ，平地ではなかったぞうである.

小浅間附近で、は，火口方出から頻りに鳴動が問えてきた.その鳴動は4粁附

近に重爆撃機が飛来するやうな音であった.噴煙は約2分台きにあがり，褐色

を治びた白煙が小塊と友ってポツとたちのぼってはすぐ沿え C潟真3参照)，山

麓ではよほど注意し友いと，みえない程度であった.

第三鳥居にのぼる際，，13時 13分再び無音の爆資に出合ひ，友を被づた(寝

員 4参照、).との爆後前には，重爆撃機のやうた鳴動が問えてゐたが，爆禁直前

にはとの鳴動が「ピツ d"1)Jとやんだ. との爆稜7分後に降友が始まり 7 それ

から 1分後には降友は並雨程度の音をたて L落下した.噴煙の先端が小浅間附

近に至る頃，降友はやみF 噴煙量も減り， 16分後には杢く元のやうに褐色を

3なびた白煙がとぎれとぎれにのぼる程度になった.噴煙が火口上 20υ....... ，300米

まで昇騰する際には，橋上を小型タンクが通るやう左鳴動が連積的に起!J，黒

褐色の噴煙が左廻りの螺線朕に 3伺旋廻して(爆稜見取国参照)，その後南東に

爆護見取闘 磨いた嘗時山頂では，北寄り 6""-'

ったちしい.蹄路， 14時 23分， 16時 13分， 16時'22分， 16時67分及び 16

時 08分に小爆設が訟とり，下山後， 19時28分にもなとり 7合計8悶に遣した.
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